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日本の医療福祉を取り巻く環境は、2025年問題で指摘されている『超高齢化社会』を迎えるにあたり、大きく変わろうとしています。
また、急速な少子高齢化は、都市集中と地方の過疎化による両極端な需要爆発、および衰退を生み出し、現在の医療需給バランスの崩壊
が危惧されています。更に、国民医療費の高騰は留まることなく増加し続けており、地域包括ケアシステムの中で、医療・介護サービス
提供体制の効率化と関係機関の連携強化を推進していくことが不可避となってきています。

今後、グローバル化が加速する中、医療機関や自治体は、日本の高品質な医療・ヘルスケアサービスを更に高めながら、日本が抱える
医療福祉の課題に挑戦するために、新たな視点で的確にデータを解析・分析し、課題解決を図っていくことが不可欠です。

本セミナーでは、データ主導で課題解決に取り組む先進的な事例をご紹介します。

1. 地域の医療・介護・健診データを統合的に活用し、地域医療構想の推進に役立てている自治体の事例
2. 大規模医療グループの本部機能強化、および医療施設の連携強化のためにグループの情報資産を可視化 /共有する取り組みを進めて

いる医療機関の事例
3. 患者にとっての価値最大化（Value Based Care）のために、診療データや財務データを統合的に活用しているオーストラリアの医

療機関の事例
4. 国内外の医療需給を可視化して、日本の医療サービスの国際展開戦略を企画推進している一般社団法人の事例

是非ご参加ください。

データ主導で切り拓く医療・ヘルスケアの未来
－日本の医療・ヘルスケアの新たなステージへの道程－

会場：有明コンベンションホール

2018年7月12日（木）14:00～16:50

（受付開始 13:30）

主催：クリックテック・ジャパン株式会社

共催：株式会社日立社会情報サービス

後援：一般社団法人Medical Excellence JAPAN

協賛：株式会社医用工学研究所

参加申し込み： http://www.hitachi-sis.co.jp/events/events180712.html

日立社会情報サービス セミナー

http://www.hitachi-sis.co.jp/events/events180712.html


Timetable

14:00 ～ 14:05

クリックテック・ジャパン株式会社 カントリーマネージャー 北村 守

14:05 ～ 14:35

「ビッグデータを活用した地域包括システムの実現」
福岡市 保健福祉局 政策推進部 政策推進課 ICT活用推進係長 中田 和広 氏

福岡市ではデータ分析や医療・介護関係者間の情報共有などを実現する「地域包括ケア情報プラットフォーム」を構築・運用しています。
科学的エビデンスに基づく施策立案など、地域包括ケアにおけるビッグデータの活用事例をご紹介します。

14:35 ～ 15:05

「医療事業推進本部におけるデータ活用による本部機能の強化」
日本赤十字社 医療事業推進本部 病院支援部 財務経営課 調査係長 下崎 靖 氏

病院支援課 経営支援係長 秋吉 政幸 氏

日本赤十字社では全国に93の医療施設を抱え、情報の整理・把握が大きな負担となっていました。そこで、本部機能の強化やグループ内
での情報共有促進のために、全医療施設のデータを可視化/分析し共有している取り組みをご紹介します。

Break（15:05 ～ 15:25）

15:25 ～ 16:10

「オーストラリアにおける医療データの活用（DoH, NSW事例）」
クリックテック・オーストラリア APAC医療・公共担当 ディレクター Charlie Farah

オーストラリアでは医療システムの持続性（財政および医療の質の観点）のために、Value Based Careを重視しています。オーストラリ
ア保健省、ニューサウスウェールズ州での事例を参考に医療データの活用方法をご紹介します。

16:10 ～ 16:40

「医療需給可視化分析ツールで日本医療の将来像を示す」
一般社団法人 Medical Excellence JAPAN 理事長 山本 修三
一般社団法人 日本病院会 名誉会長・内閣官房 健康・医療戦略参与

日本の医療供給は世界に貢献するレベルに到達し進化し続けています。一方、超高齢化で急速に変質する医療需要には革新的な対応が必要
になっています。MEJは、さまざまな医療の需給に関りを持つデータを網羅し、地域ごとの現状と将来を可視化することで、医療のあるべ
き姿を導き、地域医療の将来を描く活動を開始しました。そのデータ分析・可視化の取り組みについてご紹介いたします。

16:40 ～ 16:50

株式会社日立社会情報サービス ソリューション第2事業部 産業・社会ソリューション本部 石木 康之

Agenda

会場へのアクセス

有明コンベンションホール
りんかい線「国際展示場駅」より徒歩 3 分
ゆりかもめ「国際展示場正門駅」/「有明駅」より徒歩4分

〒135-0063 東京都江東区有明3丁目5番7号
[アクセスマップ]
https://www.toc.co.jp/saiji/ariake/access/

セミナーに関するお問合せ

クリックテック・ジャパン株式会社
インダストリー営業部 村田
Taro.Murata@qlik.com

株式会社日立社会情報サービス
営業第２本部 マーケティングセールス部 高橋
TEL：045-222-6370

事例 講演

開会

閉会

事例 講演

特別 講演

事例 講演

https://www.toc.co.jp/saiji/ariake/access/
mailto:Taro.Murata@qlik.com

